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般
会
計
決
算
却
報
告

事
業
会
計
の
決
算
が
、

平
成
十
二
年
度
の
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、

九
月
定
例
議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
決
算
額
は
、
歳
入
総
額

ω比
岡
山

8
，4
8
2
万
円
、
歳
出

総
額
ぬ
億
9
，4
5
8
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
平
成
十
一
年
度
の
決
算
と

出
較
す
る
と
歳
入
が
叩
%
、
歳
出
は
、

6
・
7
%
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

村
の
財
政
状
況
と
村
政
に
つ
い
て
、
み
な
さ
ん
に
理
解
と
関
山
を
深
め

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
そ
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一般会計の推移(歳出)

12 年度11 10 

前
年
度
と
比
較
す
る
と

2
億

8
，
8
8
7
万
円
の
減
少
と
な
り

9 8 

ま
し
た
。

7 

な
も
の
を
前
年
度
と
比
較

す
る
と
民
生
費
が
、
ー
億
必
万

円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

老
人
福
祉
な
ど
の
事
業
が
介
護

保
険
特
別
会
計
に
移
符
し
た
た

め
で
す
。

災
害
復
旧
費
な
ど
も
前
年
度

に
比
べ
る
と

2
億
2
，
3
8
3
万

円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
災
害
に

よ
る
改
修
工
が
完
了
し
た
た

6 5 4 3 2 

億円

50 

40 

30 

20 

10 

。

前
年
度
と
比
較
す
る
と
約
4
億

三
1
4
1
万
円
の
減
少
と
な
り
ま

し
た
。村

税
は
、
歳
入
全
体
の

m
-
6
%を

占
め
て
、
地
方
交
付
税
以
外
で
は
、
中

心
的
な
財
源
で
す
。
前
年
に
比
べ
5
，

1
2
1
万
円
の
増
加
と
な
っ
て
お
り
、

こ
れ
は
村
氏
税
、
悶
走
資
産
税
、
村
た

ば
こ
税
な
ど
が
伸
び
た
た
め
で
あ
り

ま
す
。利

子
割
交
付
金
も
前
年
に
比
べ

て、
L
7
0
1
万
円
の
増
加
と
な
り
、

こ
れ
は
、
郵
便
貯
金
が
満
期
の
時
期

を
迎
え
た
た
め
に
よ
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
減
少
し
た
も
の
で
は
、
国
庫

支
出
金
が
前
年
に
比
べ
て

3
億
6
，

0
6
1
万
円
の
減
と
な
っ
て
お
り
、

こ
れ
は
、
玉
一
小
大
規
模
改
造
事
業

な
ど
の
完
了
に
よ
る
も
の
で
す
。

め
で
す
。

ま
た
、
増
え
た
も
の
と
し
て

は
、
衛
生
費
が
前
年
度
に
比
べ
て

4
，
5
0
8
万
円
の
増
加
と
な
り

ま
し
た
。

こ
れ
は
、
石
川
地
方
生
活
環
境

施
設
組
合
負
担
金
な
ど
が
増
え

た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

土
木
費
は
、
前
年
度
と
比
べ
る

と
2
億

8
，
1
9
4
万
円
の
増
加

と
な
り
ま
し
た
c

こ
れ
は
、
総
合

運
動
公
園
整
備
事
業
等
に
よ
る
も

の
で
す
。

諸
支
出
金
は
、

7
，

8
0
5

万
円
の
増
加
で
、
土
地
開
発
基
金
、

学
校
等
建
設
基
金
、
減
債
基
金
な

ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

村
民
一
人
当
た
り

約
臼
万
円
使
う

平
成
お
年

3
月
訂
日
現
在
の

人
口
は
、

7
，
7
5
2
名
で
一
般

会
計
の
歳
出
総
額
お
億

9
，
4

5

8
万
円
を
割
っ
て
み
る
と
、

住
民
一
人
当
た
り
に
日
万

5
，

2
9
7
円
が
使
わ
れ
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。

ま
た
、
村
税
を
同
じ
く
人
口

で
割
っ
た
場
合
、
村
氏
一
人
当

た
り
の
納
め
た
税
金
は
、
凶
万

3
，
1
2
2
円
に
な
り
ま
し
た
。

1億549万円 (2.6%)

議会費 8，941万円
商工費 1，430万円
災害復旧費 171万円
労働費 7万円
予舗費 0万円

21:意706万円
7，400万円
9，842万円
2，287万円
1，177万円

21意7，332万円
6，809万丹
6，840方丹
2，4337J円
2，265方円

1，824万円
139万円

7，022万円

費用料・手数料

諸収入
財産収入
分担金・員担金

地方消費税交付金

地方議与税
自動車取得税交付金

利子割支付金

地方特例交付金

交通安全対策特別交付金

国庫支出金

地方交付税
15億七062万円

(37圃0%)

1億5，924万円 (4.0%)

2 歳入合計 40億8，482万円39億9，458万円歳出合計3 

zaisei
テキストボックス

zaisei
テキストボックス



平成13年10月広報たまかわ

歳
入
決
算
額
は
6
億

6
0
8
万
円
、
歳
出
決

算
は
5
億
6
，
8
4
2

万
円
と
な
り
、
実
質
収

支
は
3，
7
6
6
万
円

の
黒
字
決
算
と
な
り
ま

し
た
。歳

入
の
中
で
も
大
き

な
財
源
は
、
国
民
健
康

保
険
税
と
国
産
支
出
金

で
、
前
年
度
と
比
べ
る

と
保
険
税
が
3，
4

0

4
万
円
の
増
加
と
な
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、

一
人
当
た
り
の
医
療
費

は
年
々
増
え
続
け
る
こ

と
が
予
測
さ
れ
、
国
民

健
康
保
険
の
財
政
は
厳

し
い
状
況
に
お
か
れ
て

い
ま
す
。

歳
出
で
は
、
保
険
給

付
費
が
3
億
6
，
5

3

1
万
円
で
前
年
度
と
比

べ
て
0
・
3
%
の
増
加

と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
退
職
被
保

険
者
の
医
療
費
が
増
え

た
た
め
汚
す
。

平成13年10月

高
齢
化
が
進
む
一

方
、
高
齢
者
を
支
え
て

く
れ
る
若
い
人
た
ち
の

数
が
減
る
な
ど
、
家
族

だ
け
の
介
護
を
し
て
い

く
こ
と
が
困
難
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
を
社
会
全
体
で
支
え

て
い
く
し
く
み
が
、
介

護
保
険
制
度
で
あ
り
昨

年
4
月
に
施
行
さ
れ
ま

し
た
。昨

年
は
、
保
険
料
も

国
の
特
別
対
策
補
助
の

た
め
徴
収
率
は

ω
・

8
%
と
い
う
高
い
数
字

と
な
り
ま
し
た
。
収
支

状
況
は
、
歳
入
総
額
1

億
5
，
4
5
8
万
円
に

対
し
て
、
歳
出
総
額
I

億
2
，
9
3
4
万
円
で
、

収
支
差
し
引
き
2，
5

2
4
万
円
な
り
、
こ
れ

は
繰
越
金
と
し
て
基
金

積
立
金
な
ど
に
振
り
分

け
ら
れ
ま
す
。

広報たまかわ

899万円 (7%)

4 

平
成
十
二
年
は
、
2
6
6
万
円
の
純
利

益
で
、
前
年
対
比
1
6
5
・
2
9
%
と
な
っ
て

い
ま
す
。
収
益
の
主
体
は
、
営
業
収
益
で
総
収

益
の
幻
・
幻
%
に
な

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
1
3
m
当
た

り
(
メ
ー
タ
ー
器
使

用
料
を
含
む
)
の
収

入
は
1
8
7
円
9
2

銭
で
前
年
度
の
1
8

7
円
7
8
銭
で
1
4

銭
の
増
加
と
な
っ
て

い
ま
す
。

1日1人当たり給水量は

284.a む老人:保健特別会計村特別職の給与など村職員
歳
入
決
算
額
は
、

6
億
7
，9
7
7
万
円

で
前
年
度
と
比
べ
て

7
・
1
%
の
増
加
と

な
り
、
歳
出
決
算
額

で
は

6
億

6
，
1

9

6
万
円
で
前
年
度
に

比
べ

4
・
3
%
の
増

加
と
な
り
ま
し
た
。

前
年
度
と
比
べ
伸

び
て
い
る
の
は
、
被

保
険
者
の
増
加
と
、

一
人
当
た
り
の
医
療

費
が
伸
び
た
た
め
で

す。
職員の平均給料及び平均年齢の状況

一般行政職 技能労務職

平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢

324.900円 39歳 9月 307.300円 56歳 2月

• 
村職員の給与などは、人事院と県人事委員会の範告を基に、また特

別職の報酬などは、石川地方特別報酬等審議会の審議に塁づき、村議

会の議決を得て条例により麦給されています。この村職員と村特別職

の給与や報酬などのあらましについてお知らせします。ここに使用し

ている数値は「地方公務員給与実態調査Jなどを暴にしています。

給水の状況

・給水戸数
・年間給水量
・1日平均給水量

(税抜き)

3，000万円

建 設 改 良 資

1，535万円

9，929万円

金償宇Hi

職員手当の状況

特殊勤務手当
危険・困難な業務に従事する職員に対して支給する手当。

支給職員の割合17.2% 1人当たり 支給月額5.000円 税務職他 4職種

配偶者16，000円、配偶者以外の扶養親族のうち 2人までそれぞれω00円(ただし、扶養親族でない配偶者のある職員の扶養親族

扶 養 手 当 のうちl人は6，500円O 配偶者のない職員の扶養親族のうちl人は11，000円)その他l人につき3，000円。扶養親族のうち満16歳年

度初めから満22歳年度末までの子I人につき5，000円加算。支給職員の割合49.4% 1人当たり支給月額21，200円

月額9，500円を超える家賃を支払っている場合支給。 20.500円以下は、 9，500円を控除した額。 20.500円を超える場合は、 20.500

住 居手当 円を控除した額の2分の 1(その額が16，000円を超えるときは16，000円)に11，000円を加算 した額を支給。自宅は、 (所有に係る

住宅に住し世帯主の場合)3，500円支給。支給職員の割合44.8% 1人当たり支給月額8.900円

交通機関利用者は51，000円まで全額支給。超えた場合は、その2分の lの額に51，000円を加えた額。

通勤手当 交通用具使用者は通勤距離に応じ2.200円から43，900円まで30段階。

支給職員の割合65.5% 1人当たり 支給月額4，900円

時 間外手 当 正規の時間を超えて勤務した際に支給される手当。支給職員の割合42.5% 1人当たり支給月額23，100円

期末勤勉手当
期末手当 6月期 1.45月分 12月期 1.6月分 3月期 0.55月分 勤勉手当 6月期 0.6月分 12月期 0.55月分

1人当たり支拾年額 期末手当 1，273.700円勤勉手当 405，600円
1 

1.67l万円企業債償還金

職員の吏給される諸手当も条例により定められており、それ以外の手当在五給することはできません。手当の主なものは、表2のとおりです。(期末・勤

勉手当については平成12年度の宣給年額を、その他の手当については、平成13年4月1目玉給割合・支給月額を記載しています。)特別職・議員の報酬に

ついては表3のとおりです。 歳出 2j意8，924万円

簡易水道事業別町議証言お
貝

223.000円

0.55月分、

議副議長

239，000円

期月3 

長

304，000円

議

l.6月分

教育長

568，000円

期月12 

収入役

568，000円

役

607.000円

l.45月分

助

期月

;長

758，000丹

6 

-B吋汁
E
d
・

-
中小

1

只
)
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75い
歳つ

毛
dSE 
E主演、

暴露で
を
容兄

平成13年10月広報たま力、わ

を
ま
わ
っ
て
、
直
接
本
人
に
記
念

品
を
贈
り
ま
し
た
。

村
内

一
の
長
寿
者
は
、
大
越
サ

タ
さ
ん

(m歳
・
南
須
釜
)
で
、
二
番

目
の
長
寿
者
は
、
車
田
カ
ネ
さ
ん

(
削
歳
・
小
高
)
で
す
。
サ
タ
さ
ん
も

カ
ネ
さ
ん
も
昨
年
の
長
寿
対
談
が

思
い
出
に
残
り
ま
た
会
っ
て
話
が

し
た
い
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

男
性

一
の
長
寿
者
は
、
石
森
常

次
郎
さ
ん
(
山
小
屋
)
で
す
。
石
森

さ
ん
は
、
明
治
三
十
八
年
十
一
月

十
日
生
ま
れ
で
、
三
輪
貞
夫
さ
ん

(
小
高
)
が
明
治
三
十
八
年
十
一
月

十
六
日
生
ま
れ
で
す
の
で
、
六
日

早
い
石
森
さ
ん
が
男
性

一
長
寿
者

と
な
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
に
、
長
寿
の
秘
訣
を
訊

ね
る
と
皆
さ
ん
揃
っ
て
、
好
き
嫌
い

が
無
く
何
で
も
食
べ
る
こ
と
だ
そ

う
で
す
。

平成13年10月広報たまかわ

平
成
十
三
年
度

敬

老

ム一品

平
成
十
三
年
度
の
村
敬
老
会
は
、
九
月
十
五
日
(
土
)
敬
老
の
日
に
村
民

体
育
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
今
年
、
招
待
さ
れ
た
長
寿
の
方
々
は
6
7
7

名
で
し
た
。

村
内
各
所
か
ら
村
で
チ
ャ
ー
タ
ー
し
た
パ
ス
で
の
出
迎
え
を
受
け
た

招
待
者
は
、
敬
老
会
に
臨
ん
だ
あ
と
村
内
の
各
婦
人
会
+
文
部
の
皆
さ
ん

に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
踊
り
を
楽
し
ん
だ
り
、
日
ご
ろ
交
流
の
で

き
な
い
友
人
、
知
人
と
の
親
交
を
深
め
ま
し
た
。

米
寿
の
方
々
な
ど
に

特
別
記
念
品

it辞を述べる車田村長

敬
老
会
は
午
前
十
時
に
開
会
し

車
田
村
長
か
ら
式
辞
が
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

続
い
て
、
米
寿
者
(
八
十
八
歳
)

に
な
ら
れ
た
高
橋
修
さ
ん
(
山
小

屋
)
外
十
四
名
に
米
寿
祝
い
記
念

品
と
し
て
座
布
団
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
次
に
夫
婦
で
八
十
歳
に
な
ら

れ
た
須
藤
正
男
さ
ん
・
み
よ
子
さ

ん
夫
婦
(
川
辺
)
外
十
三
組
の
夫
婦

イ寸釆
田寿長平成13年度

大越サタさん村内ーの長寿者

に
記
念
品
と
し
て
夫
婦
座
布
団
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
西
川
村
議
会
議
長
が
祝

辞
を
述
べ
た
後
、
高
齢
者
を
代
表

西
舘
コ
ト
一
幻
一
北
須
釜
一
目
頭

し
て
塩
津
重
直
さ
ん
(
南
須
釜
)
が

「
長
寿
を
祝
福
し
て
頂
き
ま
し
で

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今

後
と
も
人
生
経
験
を
活
か
し
て
社

会
に
尽
く
し
て
参
り
た
い
と
思
い

ま
す
」
と
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
閉
会

と
な
り
ま
し
た
。

婦
人
会
の
み
な
さ
ん
が

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
披
露

招
待
者
が
楽
し
み
に
し
て
い
る

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、
婦
人
会
会

員
の
首
藤
た
み
子
さ
ん
(
中
)
と
関

根
秋
子
さ
ん
(
四
辻
新
田
)
の
司
会

で
村
内
の
婦
人
会
各
支
部
の
皆
さ

ん
に
よ
る
踊
り
が
披
露
さ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
婦
人
会
支
部
の
踊
り
に
盛

お

7c 
~会

支、

6 

大
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

途
中
、
衆
議
院
議
員
の
玄
葉
光

一
郎
議
員
が
駆
け
つ
け
祝
辞
を
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

踊りを披露する婦人会のみなさん

で

す

九
十
才
以
上
回
十
玉
名
に
記
念
品

玉
川
村
の
最
高
齢
者
は
大
越
サ
タ
さ
ん

玉
川
村
で
九
十
歳
以
上
(
平
成

十
三
年
九
月
十
五
日
現
在
)
に
な

ら
れ
た
方
は
四
十
五
名
で
す
。
昨

年
の
九
十
歳
以
上
の
長
寿
者
は
三

十
九
名
で
し
た
の
で
、
今
年
は
昨
年

よ
り
六
名
増
え
ま
し
た
。
男
女
別

矢
吹
キ
ク
ヨ
一
引
一
小
高
一
前
一
回
一
小
針
守
次
一
叩 の

内
訳
は
男
性
が
十
一
名
、
女
性

が
三
十
四
名
と
女
性
の
数
が
男
性

の
数
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
ま
す
。

村
で
は
、
九
十
歳
以
上
の
長
寿

を
お
祝
い
し
て
、
九
月
七
百
と
十
日

の
二
日
間
、
車
田
村
長
が
各
家
庭

中

関
根
力
ウ
一
切
一
小
吉
岡
二
点
一
瀬
谷
力
ク
一
叩
一
北
須
釜

柳
沼
ト
ク
一
回
一
竜
崎
一

前
頭
一
港
予
ヨ
シ
一
位
一
高
須
蓑

車田力ネさん村内二醤自の長寿者

石森常次郎さん男性ーの長寿者

清
一
叩
一
南
須
釜

上
野
リ
エ
一
回
一
竜
崎

矢
吹
ノ
イ
一
叩
一
北
須
釜

97才の白旗キミさん

95才の塩津軽雄さん
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「
高
齢
者
の
居
住
の
安
定
確
保
に
関
す
る
法
律
」
が
制
定

平成13年10月

お
年
寄
り
の
住
ま
い
の
不
安
を
な
く
し
ま
す

広報たまかわ

高
齢
に
な
る
と
、
階
段
や
お
風
呂
な
ど
家
の
中
で
け
が
を
す
る
の
で

は
な
い
か
、
員
借
住
宅
へ
の
入
信
を
断
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い

っ
た
住
ま
い
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
不
安
が
生
じ
ま
す
。

そ
う
し
た
不
安
を
な
く
し
、
高
齢
者
が
安

O
し
て
生
活
で
き
る
居
住

空
間
を
つ
く
る
た
め
、
「
一
高
齢
者
の
居
住
の
安
定
確
保
に
関
す
る
法
律
」

が
会
年
四
月
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
次
の
よ
う
な
三
つ
の
柱
で
、
高
齢

者
に
や
さ
し
い
住
ま
い
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

バ
リ
ア
フ
リ
i
化
さ
れ
た

高
齢
者
向
け
の
民
間

賃
借
住
宅
の
供
給
を
促
進

二
O
O
O年
現
在
、
高
齢
者
が

い
る
位
帯
は
約
一
，
五
四

O
万
世

帯
、
こ
れ
が
二

O
一
五
年
に
は
全

世
帯
数
の
四
割
に
当
た
る
約
二
，

O
一二

O
万
世
帯
と
な
り
、
そ
の
半

数
以
上
が
高
齢
者
の
み
の
世
帝
に

な
る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

高
齢
社
会
に
対
応
し
、
高
齢
者

が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
住
ま
い

を
確
保
す
る
た
め
、
次
の
よ
う
な

制
度
に
よ
っ
て
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
さ
れ
た
高
齢
者
向
け
の
民
間
賃

借
住
宅
の
供
給
を
支
援
し
ま
す

0

・
民
間
事
業
者
の
取
組
を
支
援
す

る
高
齢
者
向
け
優
良
賃
借
制
度

-
既
存
住
宅
を
購
入
し
優
良
賃
借

住
宅
と
す
る
た
め
の
住
宅
金
融
公

庫
融
資
の
特
例

高
齢
者
の
持
ち
家
の

バ
リ
ア
フ
リ
i

高
齢
者
が
生
涯
、
住
み
慣
れ
た

自
分
の
家
で
、
で
き
る
だ
け
自
立

し
、
安
全
に
暮
ら
し
て
い
け
る
よ

う
、
次
の
よ
う
な
融
資
制
度
で
、

高齢者にやさしいバリアフリ一生宅

平
成
十
四
年

成

人

式

名

簿

住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
該
当
者
は
、
一

O
四
名
で
す

平成13年10月

平
成
十
四
年
の
成
人
式
は
、
一

月
十
四
日
(
月
)
午
前
十
時
か
ら
マ

1
ヴ
ェ
ラ
ス
末
広
に
て
行
わ
れ
ま

す
。
申
し
込
み
期
限
は
、
平
成
十

三
年
十
二
月
十
四
日
(
金
)
ま
で
村

教
育
委
員
会
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

(
次
の
方
々
は
、
申
し
込
み
の
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。
)
九
月
三
十
日
現
在

掛
川
辺
(
十
五
名
)
昧
原
範
和
・
石

井
幸
恵
・
大
竹
和
枝
・
小
木
奈
津

子
・
大
八
木
千
尋
・
熊
田
恵
子
・
鈴

木
裕
美
子
・
須
藤
裕
子
・
須
藤
孝

紀
・
須
藤
良
樹
・
高
橋
由
美
子
・
野

崎
知
俵
・
矢
部
順
子
・
山
崎
隆
雄
・

矢
部
沙
希
子

耳
慣
蒜
生
(
五
名
)
佐
藤
由
樹
・
西
牧

聡
・
真
弓
浩
子
・
溝
井
達
雄
・
矢
吹

健
司

直
小
高
(
十
三
名
)
岩
谷
寛
裕
・
大

竹
敦
・
車
田
信
輔
・
車
田
渡
・

須
藤
美
幸
・
関
根
雅
博
・
添
田
昇

了
高
原
麻
里
恵
・
高
原
香
奈
・
溝

井
真
弥
・
溝
井
喬
彦
・
溝
井
正
文
・

溝
井
修
一

耳
慣
中
(
九
名
)
岩
谷
研
五
口
・
石
津
江

梨
子
・
小
針
貴
史
・
小
針
郁
子
・
小

針
祐
子
・
小
針
絵
美
子
・
鈴
木
貴

子
・
高
林
桜
子
・
吉
田
定
正

広報たまかわ

調
岩
法
寺
(
十
名
)
大
竹
知
恵
・
大

竹
智
美
・
大
竹
恵
美
・
大
竹
正
和
・

大
竹
宏
幸
・
草
野
裕
二
・
首
藤
絵
梨

香
・
須
釜
恵
美
子
・
須
釜
健
・
背

田
麻
里
子

量
竜
崎
(
十
名
)
石
井
清
智
・
石
井

重
徳
・
上
野
穣
・
小
林
和
幸
・
小
林

淳
志
・
小
林
嘉
徳
・
小
林
千
秋
・
佐

藤
智
子
・
鈴
木
悟
・
佐
藤
弥
夢

量
南
須
釜
(
一
一
十
一
一
名
)
飯
島
か
お

り
・
大
越
朔
子
・
大
野
弥
生
・
大
野

佐
智
子
・
大
野
藍
子
・
大
野
篤
史
・

大
野
修
一
・
金
子
知
典
・
草
野
利

春
・
草
野
涼
子
・
小
原
幸
江
・
小
原

修
・
塩
津
健
一
・
塩
津
真
奈
美
・
塩

津
田
回
儀
・
陣
野
亜
美
・
圏
谷
美
幸
・

遠
野
卓
也
・
馬
上
公
子
・
八
木
克

明
・
吉
村
功
次
・
我
妻
絵
里
香

画
北
須
釜
(
十
一
名
)
草
野
孝
弘
・

榊
枝
幸
江
・
榊
枝
由
紀
子
・
塩
津
康

行
・
鈴
木
睦
・
鈴
木
弥
生
・
関
根

良
里
子
・
瀬
谷
孝
子
・
八
代
雄
嗣
・

矢
吹
兼
次
・
矢
吹
和
代

画
百
(
西
名
)
境
田
浩
章
・
鈴

木
勝
彦
・
矢
吹
和
浩
・
矢
吹
千
夏

画
山
小
屋
(
閤
名
)
石
森
丈
弘
・
石
森

美
由
紀
・
真
野
日
雄
治
・
矢
吹
誠

司
君
臨
辻
新
田
こ
名
)
榊
枝
純

高
齢
者
の
自
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
を
支
援
し
ま
す
。

-
高
齢
者
対
象
の
住
宅
金
融
公
庫

融
資
の
特
例
一
括
償
還
型
バ
リ
ア

フ
リ
ー
フ
ォ
ー
ム
融
資
制
度

高
齢
者
が
安
心
し
て
入
居
で

き
る
賃
貸
住
宅
市
場
の
整
備

民
間
賃
借
住
宅
で
は
、

の
不
払
い
」
や
「
病
気
」
「
火
災
」
な

ど
の
不
安
か
ら
「
高
齢
者
入
居
不

可
」
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
法
律
で
は
、
高
齢
者
が
円

滑
に
入
居
し
、
安
心
し
て
生
活
で

き
る
賃
借
住
宅
市
場
を
整
備
す
る

た
め
に
、
次
の
よ
う
な
新
た
な
制

度
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

-
高
齢
者
世
帯
の
入
居
を
拒
ま
な

い
賃
借
住
宅
の
登
録
・
閲
覧
制
度

・
高
齢
者
が
安
心
し
て
住
み
続
け

る
こ
と
の
で
き
る
終
身
建
物
賃
貸

借
制
度

村保健センターからのお知らせ

インフルエンザと予防接種
インフルエンザは、インフルエンザウイルスに感染することによ

っておこります。典型的な症状は、突然の高熱、顕席、関節稿、筋

肉痛などで、普通の闇邪に比べて全身症状が強いのが特徴です。

予防の基本は、流行前に予防接種を受けることです。これは世界

的にも認められている最も奇効な予防法です。予訪撞種を受けてか

らインフjレ工ンザ仁対する抵抗力がつくまで2週間程度か力、り、そ

の効果が十分に掻続する期間は約5ヶ侍閤とされています。より効

果的に育効性在高めるためには、毎年インフル工ンザが流存する前

の12月よ骨までに接撞を受けておくことが必要です。一般的には、

65議以上の万l誌、 1回の;妾種で効果があるとされています。

個別予防接種実施医療機関のお知らせ

10月2自にIJ¥高地区に開業した fあつうみ内科医説jでは1留別予

防接種を実施いたします。舎までは石川町の医療機関のみの実施で

したが、これからは大変便利に芯りました。

実施する予防援護は、麻疹、 j翼疹、三種混合、ツ皮 .BCG、日

本脳炎です。実施臼時は、月曜から金曜日までの、夕方3時から5
時となっております。集団での接種が出来なかった等の理由で、あ

つうみ内容}医院での個別接語在需望される方には、保1建センターで

受診票を交付します。個別予防接種に関するお問合せは、保健セン

タ一(n37-1024)までご連絡ください。
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歩けあるけ健康家族大会参加者募集

紅葉真つ盛りの玉)11路を、楽しくそして健康に歩いてみません

か。コースは各年齢、{本調に合わせた3コースを設定しました。

どなたでも参加できます。ご家族お友だちとお誘い合わせのうえ、

ふるってご、参加ください。

日時 10月28日(巴)

午前10時から13時まで

玉川村役場前駐車場に集合

申し込み書を保健センターまたは支所に提出。

(締め切り 10月19巴(主)) 

間合わせ先 村保鑓センターcn37-1024)

場所

串し込み

献血のお願い

10月22巴(月)に下記の時間、場所で献血を実施します。あな

たの愛の献血をお願いします。

献血月日 実施時間 実施場所

9 時00分~10時00分 片山ゴム福島工場

10丹22日(月)
10持30分~12時00分 福島空港

13時30分~14時30分 (株)ユキザ、ワ

15時00分~16時50分 玉川村役場

④
半
額
免
除
制
度
が
始
ま
り
ま
す

平
成
十
四
年
度
か
ら
、
免
除
の
申

請
が
出
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
前
年

の
所
得
に
よ
り
、
国
民
年
金
保
険
料

を
半
分
納
付
し
、
半
分
免
除
を
す

る
半
額
免
強
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。

(
お
す
す
め
し
ま
す
。
口
座
振
替
)

口
座
振
替
を
希
望
す
る
方
は
、
で

き
る
だ
け
今
年
中
に
、
口
座
様
替
の

依
頼
書
を
、
村
指
定
金
融
機
関
窓

口
、
役
場
住
民
課
窓
口
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
依
頼
書
は
、
今
年
度

中
に
つ
い
て
は
、
村
指
定
金
融
機
関

の
窓
口
、
役
場
に
備
え
て
あ
り
ま
す
℃

※
必
要
な
も
の
は
、

-
国
民
年
金
保
険
料
納
付
書

・
預
金
通
帳

-
通
帳
届
出
印

国
民
年
金
事
務
が
変
わ
り
ま
す

国
民
年
金
の
事
務
が
、
平
成
十
四

年
四
月
か
ら
変
更
に
な
り
ま
す
。

(
伺
が
変
る
の
)

①
納
付
書
の
発
行
に
つ
い
て

今
ま
で
国
民
年
金
の
保
険
料
の
納

付
書
(
現
年
度
分
)
は
、
役
場
か
ら
送

付
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
十
四

年
度
分
か
ら
は
、
社
会
保
険
庁
か
ら

直
接
送
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

②
保
険
料
を
納
め
る
場
所

今
ま
で
は
、
村
の
指
定
金
融
機
関

を
通
し
て
村
に
納
め
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
し
た
が
、
平
成
十
四
年
度
分

か
ら
は
、
近
く
の
全
て
の
金
融
機
関

や
郵
便
局
ま
た
は
、
社
会
保
険
事
務

所
の
窓
口
で
、
納
め
る
こ
と
に
な
り
、

重
接
村
を
通
さ
ず
、
国
に
納
め
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
現
在
口

座
振
替
に
よ
り
保
険
料
を
納
め
て

い
る
方
は
、
引
き
続
き
指
定
さ
れ
て

い
る
預
金
口
座
か
ら
引
き
落
と
さ
れ

ま
す
勺

③
第
三
号
被
保
険
者
の
届
出
先
が

変
り
ま
す
。

今
ま
で
は
、
第
三
号
被
保
険
者

(
社
会
保
険
等
の
被
扶
養
者
配
偶

者
)
の
届
出
は
、
役
場
へ
自
分
で
届
出

を
し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
十
四
年

四
月
か
ら
は
、
配
偶
者
の
勤
務
し
て

い
る
事
業
主
か
ら
健
康
保
険
の
手

続
き
と
一
緒
に
社
会
保
険
事
務
所

へ
届
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

新英語指導助手

ダイアナ・チャン
先生が来村
ナタリー先まの後任の英語

指導朗手としてオーストラリ

ア・シド二一市から夕、イア

ナ-チャンさん(23歳)が来村

しました。

タイアナ・チャン先生は、これから1年間、村内

の兜謹・生徒などに英語指導を行います。

(ブロフィーJし)
1978年ア問31巴台港 台北市生まれ。西シド二

一大学卒業。趣味は、カラオケ、水泳、読書、コル

フ、バスケットポ-)し。好きな言葉「いつもがんば

ってくださいん招きな日本食は、寿司 てんぷ

ら・ラ メンです。

ダイアナ‘ナそンよリ
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平成昨年10月広報たまかわ

コ
つ
つ
く
し
ま
未
来
博
」
閉
幕

J

つ
つ
く
し
ま
、
ふ
く
し
ま
占

禁
拐
の
第
二
期
シ
ン
ボ
ル
事
特

し
て
、
新
世
紀
へ
向
け
た
新
た
な
ラ

イ
ブ
ス
タ
イ
ル
の
創
造
を
目
指
し

て
、
ま
た
日
本
で
初
め
て
森
の
中
の

博
覧
会
と
し
て
、
七
月
七
臼
か
ら
開

催
さ
れ
た
つ
つ
つ
く
し
ま
未
来
博
」

自
問
の
会
期
を
終
え
九
月

種
団
体
な
ど
の
参
加
も
あ
り
、

ぷ

は

ふ

ハ

の

人

た

ち

が

足

を

、
夕
方
か
ら
の
雨
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
多
数
の
人
た
ち
が
会

場
を
訪
れ
ま
し
た
。

セ
レ
モ
ニ
ー
は
、
開
会
式
事
グ
ラ

ン
ド
フ
ィ
ナ
ー
レ
な
ど
が
華
や
か
に

繰
広
げ
ら
れ
、
県
民
大
合
唱
や
光
と

昔
、
本
が
織
り
成
す
ト
ワ
イ
ラ
イ

ト
・
ド
リ
ー
ム
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
で

締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

詑
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル
で
優
秀
賞

コ
ン
ク
ー
ル
は
、

地
域
な
ど
を
対
象
に
毎
年
行
わ
れ
、

花
壇
づ
く
り
な
ど
花
と
緑
の
あ
る
環

境
づ
く
り
に
取
組
ん
で
い
る
団
体
を

顕
彰
し
て
い

• 

平成13年10日忠報7こまかわ

f交通安全jを

鼓笛隊バレー

iこ接語鰭パレードを行いました。

空
は
い
つ
も
夢
を
の
せ
て

福
島
空
港
e

空
の
日
開
催

の
日
が
秋
晴
れ

の
中
行
わ
れ
ま
し
た
む

彩
な
龍
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

催
し
は
、
空
港
ピ
ル
で
は
枇
よ

る
前
織
や
フ
ラ
イ
ト
ク
ル
!
コ
ス
チ
ュ
ー

ム
記
念
撮
影
な
ど
が
行
わ
れ
、
空
港
公
閣

で
は
地
元
特
産
品
販
売
や
露
脂
コ

i
ナ

ー
-
フ
リ
i
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
行
わ
れ
た
く

の
人
た
ち
で
賑
わ
っ
て
い

秋の申体連

石川大会実施

中{本運石)11安部新人総合体南大会は、石)11留の{本笥臨設が

メーン会場となり、石川管内各体湾施設で日われました。

上{立3世までの入麓は次のとおりです。

サ思
ル誌

狩主主
りJ 罫

7こ

ち
び
っ
こ

運
動
会
実
施

泉
保
育
所
が
印
日
、
い
ず
み
幼

閥
、
す
が
ま
幼
稚
園
の
運
動
会

が
初
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
す
が

ν
 

p
f
 

競
技
を
し
た
り
、
ゲ
i
ム

い

楽

し

い

し

ま

し

た

。

村
喬
年
団
連
絡
協

ソ
フ
ト
で
交
流

の
チ

i
ム
を

招

持

し

て

の

な

り

、

熱

戦

が

繰
広
げ
ら
れ
ま
し
た
り

大
会
柊
了
後
は
、
空
港
公
開
キ
ャ

ン
プ
場
に
お
い
て
、
懇
親
会
を
行
い

の
交
流
を
探
め
ま
し
た

G

の
と
お
り
で
す
。

{立

10 

(敬称轄)

語枚

/J¥童十

佐藤

緑}II醤想莫〈景

中〉

中)

中)

中)

中)

中)
ct) 

中)

議徳(泉

秀昭

穣一(泉

諮史(泉

市1JO(泉
畏恵(泉

部

巴

森

矢
印
一
明
石

大71¥
溝井

21立
11立

票中
55kg続 3母

81kg頴 11豆
泉中

52kg級?位

57kg続 1位
十70kg議 11立

21.立
31立

盟強3位須筆中

@l人シング)l，.ス
部人夕、プルス

間部31.立
興事間人

田部 11立
女菩個人

ltl卓球男予

ltls襲球京i子
持眠薬遊興三子

帳柔道女予

力、言ぞ
か坦 1
しに買
出手
現

問
バ
デ
ィ

i
ラ
ン
ド
(
約
加

ア
ー
ル
〉
で
は
、
春
出
に
よ

る
回
揺
え
が
行
わ
れ
、

そ
し

稲
穂
は
冬
が
り
州
刈
入
れ
間
近
と

な
り
ま
し
た
む刈

り
入
れ
の
時
期
に

に
よ
る
稲
苅
り
が
行
わ
れ
豊
作

だ
っ
た
そ
う
で
す
。
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~すがま却稚園運動会にて~

1たしかめて。火を消してから次のことl10月は仕事と家庭を考える月間です

11月9己(金)から11月15日(木)の 1週間、秋季全国

火災予関連動が行われます。寒冷期となり、暖房器具を

使用する機会も増えます。また空気が非常に乾燥し火災

がおこりやすい気象状態ですので、火の用I~\をお願いし
ます。

火の用JD¥7つのポイント

1 .家のまわりに燃えやすい物を龍か芯い。

2.寝たばこやたばこの投げ措てをしない。

3.天ぷらを揚げるときはその揚を離れない。

4.産iの強いときはたき火をしない。

5.ミ子ども仁はマッチやライターで遊ばせない。

6.電気器具は正しく使い、たこ足配線はしない。

ア.ストーブには燃えやすい物を近づけない。

・・火災をおこさ砿いI白構えを・

演麓川消防署

少3・高齢イじが進む中で、労働者の仕事と家庭との両立が大き

な課題となっています。このため、企業においては、需!見・介護

休業法仁暴づく脅児・介護休業純度、勤務時間の短縮等の措置及

び甫兜や介護を行う労働者の深夜業を短縮する制度等について、

その周知や規定の整備及び定着を図ることが必要です。また、仕

事と蕎児・介護とが両立できる様々な制度を持ち、多様でかつ柔

軟な働き万を男女労働者が選択できるような取組みを行う「ファ

ミリー・フレンドリ…企業Jへの取組みが望まれます。

また、男女労{動者は法律に墓づき青児・介護休業等が取得でき

ます。

詳しくは、諸島労働局雇用均等霊(n024-536-4609)へお

問合せください。

12 

公共職業安定所からお知らせ

10月は高年齢者雇用促進月間です

我が国は、向こう10年間iこ60歳以上の高年齢者が約

850万人増加することが見込まれるなど人口の急速な高

齢化が進展しており、労働力人口の年齢構成も君、速に高

齢佑していくことが見込まれておりますc

このため、高年齢者が長年にわたって培ってきた知

識・技能・経験等を有効に活用し、健康で働く意欲と能

力がある摂り年齢仁かかわりなく{動ける「生涯現役社会J
の現実にむけて、事業主の皆諜のご理解とご協力をお願

いします。

1 .募集・採用時の年齢制限緩和を規定した、改正「雇

用対策法jが10月から施行されます。

労働力確保の際には、車期再就職を希望する意欲十

分な高年齢者等にも均等な機会在提供くださるよ

う、求人年齢制限緩和仁ついても、ご、協力をお願い

します。

2.高:q:齢者の雇用促進に関する、さき撞朗成金制農をご

利用ください。

須賀川公共職業安定所

須藷川公共職業安定所石川出張所

n0248-76-8609 
岱 0247-26-2484

自賠責のこと

自賠藁{呆陵・共済は、年間120万件に及，S¥交通事故の被害者に

吏払われることをご惇じでしたか。

変通事故の死傷者数は、ごの10年間で約45%増加し、死亡者

数こそ増加していないものの、平成12年は過去最悪の116万人

に達しました。

増え続ける交通事故は、誰もが被害者にも、そして加害者にも

なる司能性があることを物語っています。ひとり一人が、より一

層の安全運転をI~\がけることが砂要です。
バイク・原付自転車を富むすべての自載車の保再者に、自動車

1台ごとに加入が義務付けられている保換が、自賠童保険・共済

です。交通事故仁より加害者となったときは、被害者に対する損

害題慎重{壬を負います。強制保険である自賠童缶保険・共済{立、

すべての加害者の賠償轟任を担保するとともに、すべての被害者

の基本的伝対人賠健を保障する役艶を果たしています。

自賠童保験・共済の期眼は切れていませんか?

法律によりバイク-原付自転車をさきむすべての自割車に加入が

義務づけられている保険です。加入しないで運転すると一

*6ヶ月以下の懲役または5万円以下の罰金が科せられるごとが

あります。

女さらに違反点数は6点と芯り、ただちに免許停止処分の対象に

なります。

車横制度のないバイク・原付自転車は、特に期眼切れ、かけ忘

れにご注意を!

考えてみませんか

圏直叫置の健康ごよみ

第15目玉川村長杯コルフコンペ開催

玉川村長杯コjしフコンペは、次の要領で行われます。

参加を希望される方は、 10月31日(水)までに村公民館にお申込

みください。

両院期 日平成13年11毘8日(木) 雨天決行.}II辺小

午前8時00分(午前8時35分スター卜)

福島石川力ントリークラブ n0247-26-5161
東・中・西コース同時スター卜

{呆

{果

俣

i* 

所

{保

保

糖探病予防教室

午後2詩00分~・..

山鳩会・・・・・-

午前10時00分~

糖尿病予防教室

午後 1時00分~

たまかわ健康クラブ

午前9時30分~

二種混合予防接種・

午後 18寺00分~

3歳児健診

午後 1時00分~

磯能訓練

午前10時00分~

19日(金)

23日(火)

24巳(水)

25日(木)

26日(盆)

30臼(火)

18ホール-ストローク・プレー

オール6インチ

新ペリア方式(同ネットの場合は年齢11震とする)

調競技方法
竃11月
1日(木)

3，000円(プレー費、売庖等は各自清算願います)

マーヴェラス末匹

スタート時間30分前までには受付をすまされま

すよう早めにこ来場ください。

費

~表彰式

圃注意事項

~会

{泉

{采

頁

司
末

風疹予防接種・・・

午後 1時00分~

糖震病予随教室

午後128寺00分~

毘疹予防接種

午後12時45分~

機能部i練

午前10時00分~
保:保健センター 須:須釜公民館

2日(金)

7日(水)

13日(火)

寄付ありがとうございます

下記の方々から社会福祉活動資金として寄付をいただきました。

厚く御礼申し上げます。(村社会福祉協議会)

記

-竜i時の小林友和さんから

-南須釜の大野{左i原治さんから

空き缶やゴミの投げ捨てはやめましょう

|お誕生おめでとうございます i

(9月届出分)

雄

入

保護者名

(9月届出分)

佐j原治

手口

世帯主名

広報への掲載を手希望されない場合は、窓口への届け

出の際におをおし出くださいc

持念

英

利

友

江 i幡玲花

瓶魁斗

優

小林

大野ヨシイ

出生児氏名

死亡者氏名

矢吹

地区名

辺

件

T

IU奇

南須釜

地区名

や

J 11 

-H-

ifv)¥ 

今
月
の
納
税

3，784人(-5) 

1，818戸(-1 ) 

3，867人(+3) 

7，651人(-2)

村のようす
れ3:q:l0月 1臼現在)

固

定

資

産

税

圏
民
健
康
保
険
税

富
良
年
金
保
険
料

10第第

号4 2 

E期期

料分分

昼

囲

拡

ya
【
納
期
隈
は
叩
月
刊
ω
日
(
木
)
で
す
。

忘
れ
ず
に
締
め
ま
し
ょ
う
}

五
浦
の
浜
辺
の
識
の
松
ば
や
し
絵
材
に
ぜ
よ
ど
師
仰
に
導
か
る

吉
田
ハ
ツ
子

そ
れ
ぞ
れ
の
草
の
特
長
生
か
し
つ
つ
花
を
咲
か
ぜ
る
わ
が
老
の
日
は

吉
田
高
一
子

瓢
箪
は
昔
も
今
も
縁
起
も
の
神
棚
近
く
吊
リ
下
げ
て
歪
く小

針

守

次

羽
生
リ
の
ト
マ
ト
は
青
し
朝
露
を
弾
く
が
ご
と
く
清
ら
ぜ
お
り

小
針
み
ね
子

主
ハ
れ
ぞ
れ
に
競
い
て
咲
け
る
花
の
笑
み
夕
暮
れ
時
は
妖
精
と
な
る

小

針

愛

子

厚
雲
に
跳
ね
返
さ
れ
て
郭
公
の
声
は
梢
の
一
つ
を
揺
ら
す吉

田

英

枯

台
風
七
号
太
平
洋
岸
通
過
し
て
識
か
に
涼
し
七
月
末
は

長
邦
木
さ
み

腰
伸
べ
て
畑
に
立
つ
も
輯
な
ク
ノ
風
ピ
語
ら
う
異
端
仰
の
吾
子
を

川

時

雄

子

花
愁
短
歌
会
玉
川
支
部
詠
草
集
|
|
l
村
公
民
一
舘

さ
る
な
し
俳
句
会
九
月
句
会
詠
草

い
な
た
ま
に
枇
ゆ
ら
り
ど
傾
げ
た
る

イニ

休
み
田
の
穂
草
ど
な
り
ぬ
遠
那
須
嶺

由
言己

夜
の
風
の
義
母
の
背
な
ぷ
る
河
花
火

真
主ロ

母
の
膝
児
ら
奪
い
令
つ
杖
つ
ぱ
め

華

秋
茜
郷
愁
誘
う
ロ
ー
カ
ル
線

仁
美

幾
重
に
も
村
人
踊
る
夕
明
り

美
枝

出
物
ら
に
話
す
人
な
き
降
り
月

春
恵
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私
の
ふ
る
さ
と

発行/福島県石川郡玉川村大字小高字中畷 9 玉川村役場岱(0247)57 -3101 編集/総務課印刷/~制円谷印刷(毎月 15 日発行)

シリーズ

令自の食卓⑩

f果物のとりすぎに
気をつけましょう!J 

i
長
野
県
松
本
市
|

林
一
二
喜
人
さ
ん
(
中
)

松
本
市
は
日
本
の
へ
そ
に

叩
位
置
し
東
に
美
ケ
原
・
鉢
伏

山
連
峰
と
西
に
槍
ヶ
岳
・
穂

高
連
峰
を
望
み
東
洋
の
ス
イ

ス
と
一
一
一
一
口
わ
れ
て
い
る
人
口
二

十
一
万
人
の
都
市
で
す
。

松
本
市
と
言
え
ば
国
宝
松
本
城
五

層
天
守
閣
は
、
現
存
す
る
中
で
は
日

本
最
古
の
城
で
す
。

現
在
は
岳
都
・
楽
都
・
学
都
の
一
一
一
本

を
柱
と
し
、
人
が
集
ま
る
街
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
シ
テ
ィ
松
本
。

松
本
市
は
観
光
と
し
て
松
本
城
、

上
高
地
・
美
ケ
原
と
ス
キ
l
場
の
玄

関
口
と
し
て
に
ぎ
わ
い
観
光
の
夜

食欲の秋、岱々なおいしい食材が出自る季節となりまし

た。なし、りんご、ぶどうなどの果物もおいしい季節です。果

物には、ミネラル・ビタミンも豊富にふくまれていますが食

べ過ぎたり、夕食後にとったりすると、中性脂肪へと変化し

たり、肥;高の原国になります。また砂糖のとりすぎも中性脂

筋を上げます。

そこで舎月は、低糖で手軽にできるおやつを紹介します。

菩どもから高齢者まで喜んでもらえる一毘を紹介します。

『かぼちゃのプリンJ
1 f盟分のエネルギー

と
宴
会
に
浅
間
温
泉
は
有
名
テ
レ

ビ
で
信
州
屋
の
タ
イ
ト
ル
で
放
映

中
の
舞
台
で
す
。

食
べ
物
は
信
州
そ
ば
と
馬
刺
し

信
州
り
ん
ご
に
野
沢
菜
漬
そ
し
て

ホ
テ
ル
・
旅
館
・
山
小
屋
等
で
は
山

菜
漬
け
と
山
菜
料
理
は
格
別
で
す
。

子
ど
も
行
事
と
し
て
三
九
郎

(
ど
ん
ど
焼
き
)
が
思
い
出
の
一
つ
で

す
。
こ
の
行
事
は
正
月
の
門
松
を
焼

く
た
め
に
藁
葺
き
の
小
屋
を
作
り

周
り
に
門
松
を
取
り
付
け
隣
組
全

員
で
一
月
十
四
百
に
焼
く
の
で
す
。

ま
だ
広
報
た
ま
か
わ
私
の
ふ
る
さ
と

コ
ー
ナ
ー
に
登
場
し
て
い
芯
い
県
外
出

身
者
を
ご
醇
知
の
方
が
居
り
ま
し
た
ら
、

玉
川
村
総
務
課
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

(
岱
幻

i
4
6
2
1
)

一 材料C4f臨分)ー

・かぼちゃ

・ 卵
・牛 乳

・バニラエッセンス
・砂 糖

・パタ一

一作り 方 一

( 1 )かぼちゃは、度をむいて小さく切り屈に入れ竜芸レン

ジで2"-'3分加熱し裏ごしする。(蒸してもよい)

(2)卵をほぐし、牛乳、砂糖とけ)を加え裏ごしして、パ二

ラエッセンスを数滴加える。

(3 )/J¥ぷりのココッ卜型41盟にバターを薄くぬり (2)を流

し入れる。

(4)(3)を蒸し器で15分蒸す。(又はパットに並べ湯を

張り 160度のオープンで30分蒸し焼きにしてもよい。)

78kcal 

170g 
1 個

1/2力ツプ

数滴

大さじ2/3

少量

制

'1雷さん

伏田章さんの弟)

心に残る我がふるさと

『半世紀前の思い出』
埼玉県川口市

伏田

(竜崎出身

例
年
に
な
い
長
い
猛
暑
も
去
り

収
穫
の
時
期
が
参
り
ま
し
た
。

故
郷
の
皆
様
如
何
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
。
こ
の
度
「
心
に
残
る

故
郷
」
の
寄
稿
の
依
頼
が
あ
り
ま

し
た
の
で
寄
稿
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。私

、
昭
和
二
十
九
年
に
上
京
し

四
十
八
年
に
な
り
ま
す
。
当
時
は

娯
楽
も
少
な
く
楽
し
み
は
年
一
度

の
村
祭
り
、
運
動
会
、
盆
踊
り
、

青
年
部
の
素
人
演
芸
会
、
ま
た
年

一
か
ら
二
回
の
小
学
校
校
庭
で
の

映
画
、
大
相
撲
の
巡
業
等
で
は
な

か
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

映
画
は
、
超
満
員
で
映
写
幕
の

裏
側
で
見
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

泉
郷
駅
前
で
の
盆
踊
り
は
盛
大
で

し
た
。
老
若
男
女
櫓
を
囲
み
三
重

か
ら
四
重
の
輪
と
な
り
、
今
も
太

鼓
笛
の
音
が
脳
裏
か
ら
離
れ
ま
せ

ん
。
蹄
り
の
最
後
に
「
ハ
ネ
ッ
コ

踊
り
」
と
な
り
動
き
も
あ
り
若
い

人
に
は
人
気
が
あ
り
ま
し
た
。

私
の
二
十
二
歳
以
前
の
思
い
出

で
す
。
半
世
紀
も
前
の
こ
と
な
の

で
前
記
の
よ
う
な
思
い
出
位
し
か

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

同
級
生
高
宮
宏
君
(
小
高
)
よ
り

玉
川
会
を
知
り
早
速
弟
と
共
に
入

会
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

会
場
は
、
村
長
は
じ
め
玉
川
会

関
係
者
の
尽
力
に
依
り
楽
し
い
一

時
を
過
ご
さ
せ
て
頂
き
、
故
郷
の

思
い
新
た
に
来
年
の
参
加
を
心
に

秘
め
帰
宅
し
ま
し
た
。

「
た
ま
か
わ
」
の
送
付
と
来
年
の

玉
川
会
の
開
催
、
故
郷
の
情
報
心

よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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